
事例で探る、人口減少傾向の中での

「客数アップ対策」
外食の市場は「人口減少」に向っています。とは言え、客数を増やし続けてい
る飲食店は存在します。その理由を探っていくと、「おいしい」「安い」という
ことではなく、「お得」「楽しい」という世界観が存在します。これらを５つの
事例から解説します。

外食ジャーナリスト /フードフォーラム代表

柴田書店『月刊食堂』編集長の後、そのライバル誌の商業界（当時）『飲食店経営』編集長を務めるなど、外食記者歴ほぼ 40年。
外食業界の歴史を語り、最新の動向を探求する。2014 年 7 月に独立。『Yahoo! ニュース』をはじめ、さまざまな媒体で執筆、
書籍プロデュースを行う。著書に『外食入門』（日本食糧新聞社、2017 年発行）。

会場内にて基調講演を行います

9日  12:00 ～

千葉 哲幸 氏

講 師 紹 介

ち ば　てつゆき

最近の「繁盛現象」と
その背景にある知恵と行動力
いつの時代も「繁盛店」は存在します。それは、商品が「おいしい」と
いうことだけではなく、商売の表現の仕方が、「入ってみたい」「食べて
みたい」という動機を誘っています。これらの今日的な現象の背景につ
いて５つの事例から解説します。

8 日  12:00 ～ 会場内特設ステージにて

会場内特設ステージにて


